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日帝時代に徴兵され満洲に送られた朝鮮人青年たちは、解

放と同時にソ連軍の捕虜となり、シベリアに抑留され、その間
に故国は分断された。命からがら38度線を越えて南の故郷に

帰った者たちに待ち受けていたのは、生涯に及ぶ過酷で非道
な日々だった。
反骨のジャーナリストが、東アジアの現代史の空白に迫る渾

身のルポルタージュ。
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1945年、シベリア。
「日本軍」として捕らえられ、抑留された朝鮮人青年たちは――

私は日本軍・人民軍・国軍だった
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【著者】金孝淳（キム・ヒョスン）
1974年ソウル大政治学科卒。東洋通信、京郷新聞を経て『ハンギョレ新
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和解・市民運動などをテーマに執筆し、歴史から葬られた人々に対して
関心がある。
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て2005年より現職。


